
低炭素社会に向けた
養鶏モデル経営の実践

（有）鈴鹿ポートリー

代表取締役 近藤 博信

三重県鈴鹿市上田町



鈴鹿市は
県内有数の
養鶏密集地域

鈴鹿市 ２７戸、１，４５０，０００羽
（H20）



●ＨＡＣＣＰ手法による安全安心な卵の生産

弊社の企業理念

●鶏卵生産の省力化とコスト低減、環境負荷軽減

●消費者のための低価格ブランド卵の生産

●培った技術の普及、担い手・後継者の育成

●法人としての社会参加と社会貢献

●耕種農家のための高品質鶏糞肥料の生産

低炭素社会へ向けて



S53 就農 H2 法人化 H10 鶏舎改築

東京M卸価格

円/kg

経営戦略の軌跡
（卵価の低迷を打破する経営戦略とは！）

成鶏20,000羽
成鶏50,000羽

H15 GPC誘致

H16 肥料化

－県農業研究所と共同研究－

弊社取組の変遷
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消費者のための低価格ブランド卵生産

おいしい卵は
食卓で人気



ウインドウレス鶏舎

低炭素社会へ向けた取組み
①GPセンターの誘致



鶏舎内



鶏舎内電球のＬＥＤ化

４０W→４ｗで省エネ



集卵エレベーター



インラインコンベア



インラインコンベア（内）



検卵



これよりGPセンターへ

自動ひび卵検査装置



自動ひび卵検査装置



選別機



シール機



ターンテーブル



バックヤード

低炭素社会へ向けた取組み
①誘致により選別、洗浄、配送
等のエネルギー消費量が低減



ＨＡＣＣＰ手法による
安全安心な卵の生産



低炭素社会へ向けた取組み
②鶏糞の有効活用法

(1)高窒素鶏糞肥料の開発



営利対象

高付加価値堆肥生産販売
によるトータルコストの
削減・収益

廃棄物（ふん尿）

堆肥化処理、汚水処理

養
鶏
経
営

生産物（卵）

営利対象

非営利対象

ふん尿処理問題

弊社の基本戦略

低炭素社会へ向けた取組み



尿酸分解を抑制した肥料化方式

ウインドレス鶏舎ウインドレス鶏舎 →→ 密閉縦型発酵装置密閉縦型発酵装置 →→ 乾燥（成型）乾燥（成型）

（ふん回収５日以内）（ふん回収５日以内） （７日以内）（７日以内） （水分１５％以下）（水分１５％以下）

窒素約6%･窒素成分の高い鶏ふん肥料



尿酸分解を抑制した肥料化方式の試算
採卵鶏50,000羽規模（除ふん間隔5日間、1回の堆肥生産量6ｔ）
イニシャルコスト

密閉縦型発酵装置 １７，０００千円

同上制御装置一式 ２，７６０千円

脱臭装置 １，８００千円

成型機 １０，０００千円

工事一式（設置・配管・設計含む） ２，６４０千円

合 計 ３４，２００千円

償却期間を5年とすると ６，８４０千円／年

ランニングコスト（一年間）

密閉縦型発酵装置

電気代 ８５，０００円／月×１２ヶ月 １，０２０千円

成型機（処理量400kg/hr 15Kwh）

電気代 ３０，０００円／月×１２ヶ月 ３６０千円

ダイス交換 ２４０，０００円／枚×２回 ４８０千円

合 計 １，８６０千円

年間コスト（イニシャルコスト＋ランニングコスト）

６，８４０千円 ＋ １，８６０千円 ＝ ８，７００千円

（採卵鶏1羽あたり１４５円／羽）





誕生！日本初高窒素鶏ふん肥料



県内展示圃場の設置



化学肥料区高窒素鶏糞肥料区

低炭素社会へ向けた取組み
②化学肥料削減に貢献



低炭素社会へ向けた取組み
②鶏糞の有効活用法
(2)省力化と商品力向上



自動袋詰機



パレタイザー



耕種農家のニーズに適合した
商品開発



近年の肥料販売実績
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単位：トン
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高付加価値堆肥生産
有利販売と収益性の確保
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設立時 ウインドウレス化 GPセンター誘致 肥料工場

弊社従業員者数の変遷

平成2年 平成１８年

経営の改善＝施設整備＝労働力の削減

低炭素社会に向けた取り組み
①②GPセンター誘致と高付加価値堆肥
生産販売によるコストの削減・収益向上



低炭素社会へ向けた取組み
②鶏糞の有効活用法

(3)次世代型肥料開発への挑戦



尿素添加による１２％Ｎ鶏糞



耕種農家の負担（コスト・施用量な
ど）軽減のための挑戦は続く！



低炭素社会へ向けた取組み
③耕畜連携の実証



鶏糞の投入



機械散布適合性の実証



飼料イネ栽培の実証
（肥料高騰対策として
耕畜連携が実現した。）



低炭素社会へ向けた取組み
④地域貢献活動と担い手の育成



近藤道場の全景



研修会



セミナーでの講演



研修会での講演



研修会での講演２



法人としての社会参加と社会貢献

(社)鈴鹿法人会常任理事
(社)三重県法人連合会

研修副委員長
鈴鹿商工会議所議員
元三重県養鶏協会幹事
元鈴鹿市養鶏協議会会長
元石薬師養鶏組合長

企業としての責任を果たしていきます。企業としての責任を果たしていきます。



ご静聴ありがとう
ございました。


